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軍港都市横須賀における宅地開発の進展と海軍士宮の居住特性

一横須賀上町地区を中心として-

双木俊介

1 .はじめに

本稿は，軍港者I~rll横須賀の市街地形成と居住の

実態について，主として上町地区を対象として，

海軍士官層の居住に注目して検討することを目的

とする。

軍港都市は，海軍鎮守府とともに海軍工廠が設

置された都市である。横須賀，呉，佐世保，舞鶴

などがこれにあたる。軍港都市は，近代以降に新

たに出現した都市であり 都市成長が急速であっ

たことなと¥近代都市のなかでも注自すべき点が

多い。これまで，軍港都市については，山田 誠

により上記の 4都市を中心に，立地特性や景観，

都市社会の特徴が検討された1)。一方，軍港都市

は，箪隊と地域社会の関わりに注目した上山和

雄2)や松下孝昭3)などの研究でも大きく取り上げ

られている。また，坂根嘉弘4) 上杉和央5)らに

よる軍港都市史研究会が近年発足するなど，軍港

都市の形成と地域社会の特徴を解明する研究は，

地理学，歴史学において急速に進展してきた。

軍港都市横須賀の都市形成については，自治体

史や地域史のなかで，①急速な市街地拡大と埋め

立て地の開発，②都市地域社会と軍との関わり，

③他地域出身者の流入と地域社会への定着の 3点

が注目されてきた6)。こうした動向をふまえ，双

木俊介・藤野 朔は，他地域出身者の定住経緯と

民間による埋め立て開発について検討した7)。ま

た，花木宏直・山遺菜穂子8) 加藤晴美9)は，地

元有力者であった永1I詩家の活動から，軍との関わ

りや市街地形成への役割を示した。一方，双木俊

介は，御用商人と呼ばれる箪への出入り業者に注

自し，軍港都市横須賀の商工業活動を明らかにし

た10)。

これまでの研究の多くは，軍港都市の形成につ

いて，地域有力者による地域開発に注自してき

た。しかし，埋め立て地開発については検討され

てきたものの，急速な市街地拡大のなかで宅地開

発がいかに進展し 軍人や職工が横須賀におい

て， どのような居住生活をしていたのかについて

は，未解明な点が少なくない。

軍港都市の居住や宅地形成については，砂本文

彦が，呉における海軍将校向けの民間住宅地開発

を取り上げている 11)。また， r新横須賀市史Jは，

近代建築調査をもとにして，横須賀における官舎

や住宅組合による建築の特徴を明らかにした点で、

注目される 12)。本稿は，こうした成果をふまえ，

横須賀の居住の大半を占めた民間住宅地の形成に

ついて，市街地の空間的拡大に着目して検討する

ものである。

本稿では， とくに海軍士宮層の居住に注目した

い13)。海軍士宮は中学校卒業後に海軍兵学校，海

軍機関学校，海軍経理学校を修了した少尉相当官

以上のi渚級の軍人をさす14)。一般に，海軍学校卒

業生は，卒業後に 1年間の候補生期間を経て少尉

に任ぜられた。士官は部隊や艦船の指揮，監督し

軍内部の中枢を担っていた。一方，都市社会のな

かで士宮層は，教員や官員，銀行員，大企業の会

社員などをはじめとする大正期以降の新しい都市

中間階層に位置づけられる 15)。こうした中間階層

は，古い家父長約で格式的のある居住生活を受け

継ぎながらも，新たな生活文化を積極的に取り入

れた社会階層であった16)。

対象地区として f上町J地区を中心に取り上げ

たい。横須賀の市街地は，海岸低地の「下町J地

区と台地上の「上町j地区に大;51jされる(第 1図)。

明治22(1889) 年の行政匿画では， I下町Jは横



須賀fllT，上町は豊島村の村域とほぼ対応、する。豊 ながら，横須賀の宅地開発の特徴を考察したい。

島村は明治22年に深田村，中里村公郷村，佐野

村，不入斗村の 5か村が合併したものである。本 II. 市街地の拡大と宅地開発

稿が対象とする上11lJは，明治30年代ころから

人や家族，工!蔽で働く人たちの住宅地が広がって

きた」地j或であると指摘されている 17)0 J二Il!Tで、み

られる斜而地に宅地が密集する景観は，横須賀の

特色のーっといえる。こうした宅地開発の過程と

そこに生活した人ぴ、との}苦住特性を解明すること

は，横須賀の者I~Tllの特性を検討する!こで、不可欠で、

ある。

そこで，本稿の方法として， まず明治期から昭

和20年代まで、の市街地の拡大状況を示し地籍図

から土地利用や地割の変化を検討ーする。次に人

口増加と職業別戸数および海軍内部の階級構成を

ふまえ，軍人や職工の住宅事情を示す。さらに，

のj苦住分布や居住生活の様相に注目し

第 1[~l 研究対象地長女

( 1 )市街地の拡大

近世の横須賀は江戸湾岸の定二漁村で、あった。し

かし慶応元(1865)年の幕府による製鉄所設置，

その後の海軍鎮守府や海軍工廠をはじめとする多

くの軍事施設の開設と拡張により，市街地が急速

に拡大した。

第 21亙は l 万分の l 地 JI~I豆!をともとに， 明治36

(1903) 年，大正 10(1921) 年，昭和25(1950) 

年における市街地の拡大状況を示したものであ

る。明治36年には，汐入から元II汀にかけての下11lJ

に市街地が分布する。下IIlJは，軍施設開設や拡張

とともに市街地が形成され，横須賀の!こiコ心市街地

となっていった。一方で，台地上の上IflJで、は浦賀

(昭和19 (1 944) 年部分修正 5 万分の l 地形[~l r横須賀Jを使用)
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道沿いで市街化が進展している。

上Il!Tにおける開発事例として，柏木EBとIII戸堰

の哩め立てに注目したし」柏木133は，明治22年に

大滝町牟にあった遊郭の移転先となった。当時の~{l

木!王i一帯は，市街地の縁辺部に位置しており，水

EE!の埋め立てにより遊郭が建設された18)。また，

i明治25(1892)年以降には池の端にあった田戸堰

の埋め立てが進んでいる。 1壬i戸堰は豊島村共有地

であり，豊島村会ではこの堰を「埋立ノ上貸渡j

し， I家屋ヲ建設スル」ことが議論されている 19)。

これらの事例から， J二II!Tで、は明治20年代から，水

田の埋め立てが進められ 市街地が谷戸沿いに拡

プζしていたことがわかる。

こうした市街地の拡大により，豊島村は明治36

年に町市Ijが施行された。また 豊島町と横須賀Il!T

の市街地は「連続シ 一見横須賀!日I如クシテJ.

両町は「軍港所在地トシテ人情風俗共ニ相違ナ jレ

コトナク，一経済下二組織スルヲ幸福ナリトスJ

とされ，明治39(1906)年に両Jl!Tは合併し翌年

に市ilJljが施行された20)。大正10年には，下町では

埋め立てにより米ヶ浜まで市街地が拡大した。上

IllTでは浦賀道沿いに佐野付近まで市街化が進ん

だ。また， 中里なととの谷戸もさらに市街イとしてい

る。

関東大震災によか横須賀は大きな被害を受け

た。関東大震災後に横須賀では復興計画が策定さ

れ，下町では街I:Rの整備が進展した。一方，上町

では街区整備はほとんど施行されず， さらに谷戸

沿いに市街地が拡大した。加えて，関東大震災後

には軍施設の拡大，移転が進展した。例えば，軍

施設の移転の事例として，稲楠土地交換事業があ

げられる。この事業は，海軍施設を集中して立地

させるため，市内に散在していた軍施設と楠ケ浦

町および稲岡町の白浜沿岸における民有地の交換

を行うものであった。上1RTでは， 1=1コ里官舎跡地や

深田の海軍病院跡地などが楠ケ活~lllT，稲岡町住民

の移転先にあてられ，住宅が建設された。

一方，堀ノ内などへと市街地形成が進展してい

る。これは，軍施設の郊外移転とともに，昭和 5

(1930)年の湖南電鉄の開通による通勤圏の拡大

が-1玉!とみられる。湘南電鉄の開通により，堀ノ

内に隣接する大津でも新たに住宅地が建設され，

新住民の多くが「横須賀，横浜地方のサラリーマ

ンjであったという 21)。

第二次世界大戦中には，横須賀の市街地では主

姿街路で建物疎開が実施された。しかし，空襲に

よる被害は少なく，戦前と戦後で継続して市街地

の拡大状況をみることができる。そこで，昭和25

年における市街地の分布をみると，上IHTで、は浦賀

道沿いや谷戸の市街化はさらに進んでいる。ま

た，低地部では新たな埋立地とともに堀ノ内方面

へと市街地が連続して形成された。市街地は，鎮

守府や工廠に近接した元町や大滝rfQ-を核としてし

だし 1に拡大していることがわかる。

( 2 )上町地区における土地利用の変化

上IllJの土地利用の変化を中堅地区に注目して検

討したし'0中里は，元IHTや大滝町などの中心市街

地と隣接する地区である。 明治初年に作成された

「中里村大絵図」から市街地拡大以前の土地利用

や景観の特徴をみることができる(第 3IZl) 22)。

これによると，狭小な水田が谷戸に沿ってみら

れ，その原因に焔が分布している。宅地は各字の

谷戸に散在している。村域の大半は，斜面地で山

林であった。

その後，昭和 6(1931)年になると，中里の土

地利用は大きく変化している(第 4図)23)。まず，

東京湾要塞司令部と衛戊病院の 2つの陸軍施設が

11在認できる。東京湾要塞司令部は明治29(1896) 

年に中里に建設された。司令部は， Iひろまちj

の水田部分や「大道向jの山林を接収したもので

あり，谷戸の平坦部を利用するとともにiJJ林の

斜面地を造成して建設された。一方， f寺;戊病院は

明治24(1891)年に東京予備病院横須賀分院とし

て中里に開設されたものである。司令部が谷戸に

位置するのに対し衛戊病院は斜面中腹に位置

し， I平だいJの宅地，畑iJ_j林を接収した土地

に建設された。

i窪箪施設以外は T ほとんどの地筆が宅地となっ

ており，地筆の細分化が進んでいる。とりわけ，

-3-



第 21翠 明治中期から昭和期における市街地の拡大

院議潟 明治36'f~大正 lO{手に

拡大した市街地

官襲 l2Zi 大正 10年~Il!:i平日25年に
拡大した市街地

機高20mの等高線

一一明治36年における

海岸線

_.一大正10年における

海岸線

lkm 

(明治36(1903)年修正 l万分の l地形図「横須賀J. ["衣笠J，大正10(1921)年修

正 l万分の l地形@["横須賀J'i衣笠J，昭和25(1950)年修正 l万分の l地形図「横

須賀」イ衣笠Jにより作成)

谷戸の水田であった地筆は，細分化が著しい。谷 に開設，拡張された道路は 浦安道から司令部と

戸の多くには浦賀道や中星通り沿いに商庖街が立 衛戊病院を結ぶ道路 (A-B-C-D関)や主要街

地し24) 斜面地に住宅が建設されていった。新た 路などに限られる。道路は明治初年からほとんど
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変化しておらず，その多くは谷戸や尾根に沿って している25)。

いる。上町では都市計画の施行は進まず，街路整 第 1 表は，明治24~昭和 12 (1891 ~ 1937)年の

備は軍施設に接続する道路の新設や主要街路の拡 !日横須賀市域人口と. I日豊島村の字別人口を示し

IfJffiのみであった。そのため，宅地造成は!日来の地 たものである。!日横須賀市域の人口は，明治24年

割を細分化しながら進展していった。 には22.637人であったが 市制施行後の明治41

(1908)年には60，843人となり，昭和12年には10

m.人口増加と住宅建築の特徴

( 1 )人口増加と居住者の特性

横須賀では軍施設の整備により，人口が急激に

増加した。天保10(1839)年における豊島村域 5

か村の戸数は311戸，明治元 (1868)年には357戸

であったが，明治12(1879)年には432戸に増加

。

第 3[;g] 中里村の土地利用一明治初年

注)飛地は省略した。

(1中里村ー大絵図Jにより作成)

万人を上回っている。同様に 字別の人口も急激

に増加している。しかし 字ごとにみると，深田

や中里では明治期の人口増加は著しかったもの

の，明治41年以降の増加は鈍化している口これは，

深田，中里は下関ーに隣接しており，明治末年には

ほぼ市街化が完了していたためとみられる。一

方，佐野，公郷では大正期以降も人口は増加して

盟罷宅地
盤霊水田 有

畑

山林

i 墓地

-5-



。

第4図 仁1:1里の土地利用一昭和 6(1931)年一

注 1)飛地は省略した。 2番地. 3番地の境界は記載なし。

注2)字名は.第 3図と比較すると. .L-)下のように対応する。

--ヤヴ乙〉

官用地一一一一一小字界

その他

l番地 ひろまち. 2番地:大道向. 3番地大はたけ. 4番地 だい畑.

5番地:大道. 6番地 中の:t~~. 7番地:し、なりやと. 8帯地:かいかは.

9番地 ひどめ坂守 10番地:大久保 11番地平だい.12番地谷.13番地

き祢が谷戸。

(，横須賀市 土地宝典Jにより作成)

いる。佐野 公郷では大正期以i年も市街地拡大が

活発に進展しており.字ごとの人口増加傾向]は，

市街地拡大のH寺期と対応していたことがわかる。

となっている。また，工業のうち官業の I~î める割

合が約 3割以上を占めていた。官業とはその多く

は海軍工廠のi械工とみられる。横須賀では1fl:人や

海軍工廠の職工と.軍関連従事者への財やサービ

スを提供する商業従事者が.人口の多数を占めて

次に，大正 2(1913)年の職業別戸数をみると，

農業戸数は2.5%と少数であり.市域では市街化

が進んだことがうかがえる(第 2表)。一方で

商業従事戸数の割合は25%であか海軍が約15%

いた。

そこで，横須賀の住民のヰi核をなす海軍軍人の
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第 i表 IEl豊島IllJ域内における字別現住人口の変化
単位:人

字t:1 l珂j台24年 Iy~ i台41年 大正 2:q三 大正14年 IlB和 12i~三

ì?t~ EE! 2，460 7，557 8，181 5.532 7，475 
I:jJ 1Jl 1.996 6，273 7，45] 6.426 7，730 

佐野 559 3.492 4.555 6，943 8，810 

不入斗 711 4.235 5.378 5，029 5.844 

公郷 2.211 7，283 9，976 13，323 20，653 

|日横須賀市i或人仁l 22.637 60.843 71.115 92，772 

法) 1日横須賀市j或人口とは，昭和 8(1933)年以?誌のTll域である 11:]横須賀IHTと!日豊島町の人口を示す。

(1明治24年 徴発物件一覧表J. 1大正 2i1三・大正14ii三 横須賀市統計番上「昭和12年 横須賀市ili勢要覧Jに

より作成)

人口構成について，軍内部の階級構成をふまえて

検討したい。第 3表は，明治32(1899)年の「海

軍統計年報」をもとに，横須賀における海軍の階

級ごとの人員数を示したものである。海軍人員配

置は軍事機密であり，年次ごとに人員数を把握す

ることは難しい。そのため，本資料は，当時の横

須賀における海軍の階級ごとの実数を把握するこ

とのできる貴重なものである。ただし，本資料は，

兼職の人員が合算されているなどの資料的な制約

がある。また，配置人員のなかには，横須実に一

時的に滞在しているものが含まれている可能性が

ある。ここでは，横須賀鎮守府なととの施設に勤務

する「宮街人員Jと，横須賀鎮守府に所属する「艦

隊人員」を対象とする。

人員は下士宮以下の「卒Jが多く， とりわけ艦

隊人員では「卒jの比率が高くなる。次いで、「下

士」の人数が多い。それに対し士宮は343人で

あり，その占める割合は4.6%と低い。明治32年

の海軍の全人員は64.012人で、あった。そのうち士

官以上の人員は1，409人で，全人員の 2%であっ

た。したがって，横須賀の士宮人員数は，兼l肢が

合算されていることを考慮すれば，当時の海軍に

おける階級ごとの人員配置ともほぼ一致する傾向

にあったといえる。軍の階級は明確な区分がなさ

れ，軍内部で，その任務や待遇は大きく異なって

いたことが知られる。軍内部にはさまざまな階級

の人びとが存在し こうしたさまざまな措級の人

びとが居住することにより，横須賀の都市空間は

Jf~成されていた。

第2表横須賀市の職業lJIJ戸数

一大正 2(1913)年一

職業 戸数 oコ)
農牧業 387 

漁業 224 

工業
官業 4.794 

民業 1.498 

商業 3，823 

交通業 754 

海軍 2.363 

公務 陸軍 260 

その他 256 

自由業 513 

その他 243 

無職 130 

比率(%)

2.5 

1.5 

31.4 

9.8 

25.1 

4.9 

15.5 

1.7 

l.7 

3.4 

l.6 

0.9 

15，245 100.0 

(1大正 2年 横須賀市統計書jにより作成)

なかでも，士宮の比率は少ないものの，海軍内

部でも部隊や艦隊の指揮，監督する重要な地位を

担っていた。士宮の都市生活の様相を，昭和 7

(1932)年に中関として横須賀に居住した小泉義

雄の生活からみると，大衆食堂ではなくレストラ

ンを利用したことや，横須賀に船が入港するたび

に兵学校同級生と料亭川、松jで宴会したなと¥

横須賀のなかでも生活水準は高かったことがうか

がえるお)。また，元海軍士宮のなかには，市長や

市会議員を歴任する例が多く，軍隊経験を生かし

経済界で活躍する例もみられ，横須賀の地域社会

の中核を担ってきたということができる27)。
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第 3表 横須賀における海軍施設所!誌の草人数一明治32(1899)年一

階級 官12I人員(人) 総隊人員(人) 計(人) 人員に占める割合

ゴ二官 103 240 343 4.6% 

候補生 11 45 56 0.8% 

i1t士宮 36 134 170 2.3% 

下土 181 1，396 1，577 21.4% 
ガZ' 391 4，845 5.236 70.9% 

言l' 722 6，660 7，382 100% 

注 1)官街人員は，横須賀鎮守1ft，横須賀造船橋i 横須賀病院，地術練習所，水雷練習i升機関術練習所，横須

賀鎮守府軍法会議，横須賀監獄の人員である。

{t2)艦隊人員には，常世話蹴隊のうち横須賀鎮守!育所管の総船人員を含む。

(1明治32年 海平省年報」により作成)

( 2 )住宅建築の特徴

a 官舎建築の特徴

海軍は I明治初年から官舎の貸しイすけに|緊し，

居住者の階級に応じて建坪に制限を設けていた。

横須賀鎮守府でも明治 9(1891)年以前から居住

者の階級ごとに官舎の坪数が規定されていたお)。

l明治13(1880)年に海軍省主松局により制定さ

れた「各所(東京府下ヲ除ク)在勤ノ官吏エ貸j度

官舎建設坪数制限仮定」によると，官舎の貸し付

け基準は以下のようになっている。

勅任官ート 一'二坪

[m等 宮 ヨ リ七等宮マテート住居建坪

ー十二坪

八等官ヨリ十七等官マテ ート住居建坪

1-'八坪五合

等外吏ート住居建坪 I~坪五合

明治13年の海軍武官の階級で、は勅任官は仁!コ将・

少将に対応し，四等官~七等官とは中佐-少佐・

大尉となる。八等官~十七等宮は中尉-少尉と下

に相当する29)。その後，大正 3(1914)年に

は「海軍建築規則jにより，官舎の貸し付け基準

は改定されていくが，基本的には上記のように階

級に応じて官舎の建坪や間取が規定されていた。

横須賀鎮守府における官舎の具体的な平面形態

は， 1"奇山俊雄らにより分析されている30)。第 4表

は 111奇LlJらの研究をもとにして海軍軍人の階級ご

とに官舎の間取を示したものである。これらの家

屋はいずれも明治10年代に建築されたものであ

る。勅任官級の官舎である甲号 B型， c型は一

戸建であるが，それ以下の階級向けの家屋は長屋

となっている。等外吏級の丙号の間取は，茶の間

と居間の 2室からなる。それに対し，乙号tj、上の

官舎には取次の間や，客i習がみられる。士宮以上

の官舎は，接客空間が設置されていることが特徴

といえる。さらに，佐官，将宮向けの甲号住宅に

は女中室や浴室が設けられた。甲号，乙号官舎の

ような客間や取次の間などの続きの関座敷を設け

た建築は，武家住宅の系譜をもつものといわれ

る31)。このように，海軍官舎は，階級の上昇にと

もない建坪が増加し間取も接客空間が拡充され

ていった。官舎住宅では建坪や l~~取において，軍

階級ごとの差が明確にみられた。

b 民間による住宅供給

海軍省の官員に対する官舎数の割合は約10%~

15%であり，鉄道省や陸軍省に比べ官舎数の割合

は少なかった32)。そのため，海軍施設が多数立地

する横須賀では住宅不足が恒常的に問題となって

おり，軍人や海軍工廠の職工への住宅供給は軍や

市にとって課題となっていた。大正期には「海軍

軍人や軍属・海軍工j蔽に勤める工員達は本人だけ

が借家住まいで家族を呼び寄せる住宅もないJと

いう状況であった33)。

住宅問題が深刻化するなかで，横須賀市は，大

正10年に市営住宅100棟200戸の建設を決定し順

次建設されていった。同年には住宅組合法による
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第 4表 横須賀鎮守府における階級ごとの官舎の関取

階級 官舎型式 家屋形態

[1ヨ号 B型 一戸建

!ヨ

仁j:1:j守
勅任官

-一一一一ー与守一さzー

少将 一等
Ef=l号 C型 一戸建

大佐

士呂
i宇佐 1m等~

甲号 D型 長屋少佐 七等

大尉 奏任官

l討 仁!J尉 八等

乙号 A型 長屋

少尉 九等

准士官
=J:IJ任官

ト等
乙号 B型 長屋

1;-士宮 十一等~十七等

丙号 A型 長屋
等外吏

丙号 B型 長屋

注)玄関・台所・玄関等の坪数は省略した O

(IIJ奇山・飯淵・永井 (2004) により作成)

組合住宅の建設がはじまった。住宅組合法は，基

準資格を有する組合員が住宅組合を組織しその

組合が内務省、から低利融資を受けて住宅供給を行

う制度である。横須賀では99組合，組合員671名

に融資がなされた34)。融資先の大半は職工や下士

官などの海軍関係者であった。これは海軍共済組

合が組合申請の肩代わりをしていたからであっ

た。こうした住宅組合による住宅供給も横須賀で

はさかんに行われていた。しかし，市や住宅組合

などによる住宅供給が進んだものの，急激な人口

増加に対応することは難しく，民間による住宅供

給が重要であった。

陸海軍の将校への民間による住宅供給について

は永嶋家による貸家経営の事例があげられる。永

II(奇家は，江戸期には公郷村の名主を勤め，明治期

以降も横須賀の地域有力者として政財界で活躍し

た。永IQ[~家の大正 3 年から大正 5 (1916)年の「経

営帳簿jを分析した花木・山遺によれば，永嶋家

の貸家人のなかに東京湾要塞司令官の牧野清人と

間取(畳)

坪数 客 てR 居 茶
取次

女
治山宝{ 昔話考

(坪) の の σ〉
間 晃司 11:耳 1M] !首 2三と

29.63 8 
8 

6 
5.5 2 2 あり 客用使所あり

28.5 8 6 6 6 3 2 あり 客m使所あり

21.75 8 6 5 2 ? あり

16.5 8 6 3 2 あり

18.5 8 6 3 2 あり

10.5 6 4 

10.5 6 2 

横須賀鎮守府紡戦機関長の若生繁吉の 2人が確認

できる35)0 i経営帳簿Jから，永i鳴家は少なくと

も19軒の貸家を経営していたが， 2人の貸家は，

これらのうちでも最も高い家賃となっていた。 2

人の貸家の坪数や間取は本資料からうかがうこと

ができないものの，他の家賃と比較すると，民間

の貸家においても階級に応じた住宅供給がなされ

ていたことカまうかカfえる。

一方，第 5表は，大正13(1924)年の工廠職工

の屠住を示したものである。 l骸工の約 3割が自家

居住である。横須賀昂辺では海軍工廠や浦賀ドッ

クがよい就職先とされ 横須賀近隣の町村から多

数の職工が海軍工廠に勤務していたという 36)。こ

うした横須賀周辺に居住する通勤者が自家生活者

であったとみられる。一方， 4割以上は借家生活

者であり，なかには借間生活者もみられた。工廠

に近い汐入や坂本には 職工向けの借家が多かっ

た。また，汐入や坂本の住民のなかには，民家の

l室を貸間として貸し付けるものもみられたとい

-9-



ヱ37)
ノ 0

こうした貸間の状況について第二次i立界大戦後

の地代，家賃の値上げ申請に関する資料に注自し

たい38)。本資料は，地代家賃統制令にもとづき土

地，家屋所有者から出願された地代，家賃の変更

申請である。ここには家賃だけでなく，家屋の建

次や 11~J 11x 1玄iが添付されており，当時の貸家，

貸17¥Jの状況をみることができる。本資料は，昭和

26 (1951)年に出願されたものであり，ここにみ

られる貸家，貸I1jJは引揚者や復員者向けであった

第5表 横須賀海軍工廠職工の!舌住特性

一大正13(1924)年一

区分 人数(人) 比率(%)

自家生活者 4，352 33.7 

借家生活者 5，588 43.8 

同居生活者 282 2.2 

下宿生活者 1，097 8.5 

借111]生活者 305 2.4 

女工 75 0.6 

見習工 1.191 9.2 

可能性も考えられる。しかし，ほとんどの家屋の (i横須賀海軍工廠労働統計第一巻J(r新横須賀市

建築年次は第二次世界大戦以前で、あり，戦前，戦 史資料編近現代目所収)により作成)

I~::Jの]殻工向けの貸家 貸間の状況をうかがうこと

ができる。

第6表によると出}顕された貸家，貸間の多く

は，汐入町に位置する。なかには昭和戦前期に建

築されたアパートがみられる。また，貸家部屋数

が l室の事例は，民家の l室を貸し付けていたも

のと考えられる。貸間の規模は 6畳や 4畳半が多

く，なかには 2畳という小規模な貸間も存在して

いた。

このように守横須賀で、は士宮住宅のような客間

を有する一戸建から職工向けの小規模な貸間ま

で，社会階層に応じた住宅供給がなされていた。

ただし，し Eすごれの家屋もそのほとんどが.貸家，

貸1M]であったことは注目される。一般的に，戦前

における都市居住は，借家が多数を占めていたと

いわれるお)。横須賀の場合も軍人や職工の転入，

転出は著しく，借家の供給は高かったことが指摘

できる。

N. 海軍士宮の居住生活

( 1 )海軍士官の居住分布

昭和戦前期における横須賀の海軍士宮，技官!蓄

の居住について「海軍技手養成所系統出身同窓名

簿J(以下 「同窓名簿JとIII各記)， I海軍義済会員

名簿J(以下， I義済会員名簿」と i略記)をもとに

検討する40)。海軍関係者の名簿は多数確認されて

いるものの.その居住地は機密事項であったため

か， I司時代に出版された資料のなかで現住所が記

載されたものは，管見のところヒ記の 2点にとど

まる。

「同窓名簿Jは昭和 9(1934) 年に発行された

海軍技手養成所の同窓会名簿である。 技手は下士

宮に相当するが，卒業者の多くは後に士宮相当の

「技師jに昇進している 41)。そのため，本資料か

ら士宮相当官の居住地を検討することができる。

一方， I義済会員名簿」は海軍士宮の共済会で

あった海軍義済会が昭和18(1943)年に発行した

ものである。この名簿には海軍創設から昭和17

(1942)年までに任官した士宮が記載されている。

本資料では，現役士官の現住所は記載されていな

いが，退役者，物故者の住所が記載されている。

そのため，記載から海軍士宮層のおよその居住動

向を把握することが可能で、ある。

第 5図は，上記の 2点の名簿から，現横須賀市

域およびその隣接市町に居住する士宮層の分布を

示したものである。士宮層は若松町や汐留などに

若干の居住がみられるものの 中心市街地であっ

た下lllTに居住するものは少ない。一方で，海軍工

廠造兵部などがあった田浦や浦郷への居住がみら

れる。達子や葉山なと守の隣接!町村への居住も確認

できるものの，その数は少数である。大半が深田，

中里，佐野，公郷などの上町に居住しており，上

lllTに隣接する大津や小矢部にも比較的多数の士官

層が居住していた。
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第 6表 !日横須賀市域における貸地・貸家・貸Ijl]の事例一昭和26(1951)年一

番号 住所
貸借

敷地部積 戸建別 i渚数 建築年
収容 賃貸部屋 畳数日Ijの賃貸部屋数(室)

方法 人員 数('~) 8畳 6翠.15'畳半14壁土!土 2:1¥ヨ[Jー

_jこ IIIJ 貸!台j18坪 一戸建 21惜建 HH杭17年 2人

2 上町 貸地 34坪9合5勺

3 J二Il!T 貸間 18坪 一戸建 工12:家 -12人 2 

4 上IIIJ 貸間 50:pF -}一二一i7，泊'!三3 2階建 I!日和 5fj三 3 2 

5 汐入111] 貸Ij，¥J 18坪 一戸建 ムîF与 4さ~ 昭和 4年 1人

6 汐入IUT 貸!品j30坪 一戸建 2階建 不明 5 3 

7 汐入i可 貸間 25坪 5合 アノfート 2階建 昭和 9年 6人 6 3 3 

8 汐入II!T 貸出j55坪 一戸建 2階建 大正元年 2人

9 jタ入11汀 貸fI司 51坪 5合 一戸建 平家 IlB和25年 6人 4 ? 

10 汐入IIIJ 貸間 45坪 一戸建 2階建 昭和18年

11 汐入町 貸家 28坪 二戸建 平家 大正14年

12 汐入11汀 貸1M]90i平 一戸建 平家 日苦手IJ2 iJ三 1人

13 汐入町 貸間 501平 一戸建 2階建 大正13年 1人

14 汐入II!T 貸間 60坪 一戸建 平家 明治44年 3人 、つJ 2 

15 汐入町 貸間 12.5坪 一戸建 平家 昭和 7年 1人

16 自の出町 貸間 37坪 アパート 2階建 I1B和 8iJ三 12 4 8 

17 米ヶ j兵通 貸i詰j25t平5合 一戸建 2階建 大正13年 1人 1 

18 米ヶ浜通 貸間 42坪 二戸建 2階建 Il百和11年 も人 3 2 l 

注 1) 1日横須賀市域とは，昭和 8(1933)年以前の市域を示す。

注2) 1貸地j と「貸家Jの貸借はゴシックで示した。

(1昭和26年 地代家賃許可関係横須賀」により作成)

多数の居住者がみられる上IllJの居住者分布を示

したものが，第 6図である。前述のように，上町

では谷戸に位置する浦賀道などの主要街路沿いに

市街地は拡大してきた。しかし士宮層の多くは，

主要街路沿いからやや離れた斜面地に居住してい

ることが判明する。また，公郷南部の横須賀中学

校周辺などのように市街地の縁辺に居住する傾向

がみられる。一方で，居住者の多い地区として深

田(図中①)や中里(図中②)の斜面地があげら

れる。また，海岸低地に位置する堀ノ内訳毘辺

( I週中①)にも分布が集中している。

おか上11lJのなかでも宅地造成が進められた数少

ない街区である。

士宮層の居住地の事例として，深田(図中①)

と中堅(図中②)の街!豆の景観に注目したい。①

の街区は，海軍病院であった。しかし関東大震

災後の稲楠土地交換事業により住民の移転用地と

なった。①の付近は方形の計画的な街区となって

一方，第 7図は，昭和25年における②付近の街

区の宅地分布を示したものである42)。②の街区

は，主要街路から25m程度の標高差がある斜面

地である。汐入町 3了自と上町 4丁目との境界の

道路は，尾根沿いに位置する。ここは北東向きの

斜，面にあたり，図中の中央部分は谷戸となってい

る。主要街路沿いや谷戸部分には家屋が密集して

いる。谷戸部分の家屋の背面には石垣などの人工

擁壁が建設され(第 8図)，その_j二に階段状の住

宅地が形成されている(第 9図)。

とくに，急傾斜地では「ブラフ積みjの石垣が

みられる。この石積みは，石材の長い部分と短い

部分を交互に積み上げる西洋式の技法である43)。

「ブラフ積み」は，明治初年から 10年代に建設さ
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鎌倉市 金沢0;]

。
逗子IH] 業111m]"

横須賀市隣接市IHJ

士宮

o 2km 

第512] 横須賀市とその周辺市lIlTにおける海草士宮・技官の居住地

-llijf!J 9 ~ 17 (1934~ 1942)年一

(i海軍技手養成所系統出身!可窓名簿上「海軍義済会員名簿Jにより作成)

れた横須賀製鉄所内の建築物の基礎や猿島の要塞

の擁壁などにみられる。こうした箪施設の建設技

術が斜面地の住宅開発に利用されていた点は注目

される。

士宮層の住宅は， I~I 中の円を付した地区に比定

される。この場所は，斜面中腹の緩傾斜部にあた

り，谷戸に比べ家屋の密度は低く，家屋の規模が

大きし可。士宮層は，尾根筋に近い比較的緩やかな

斜面地に居住していたことがわかる。

( 2 )海軍士宮の生活

ここでは，横須賀における海軍士宮層の居住生

活の実態を昭和11(1936)年に提出された小林孝

子の卒業研究をもとに検討する44)。小林孝子は，

昭和 7年に日本女子大学校(現， 日本女子大学)

家政豆類に入学し今和次郎に締事し， i考現学

より見たる一家庭Jと題する卒業研究を提出し

た。この卒業研究は，考現学の手法をもとに，横

須賀に所在した孝子の自宅に関する詳細な情報を

調査，記録したものである。本資料は，昭和初期

における都市中間層の生活を示すものとして紹介
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第 6図 上町地区における海軍士宮・技官の居住分布一昭和 9~17 (1934~1942) 年一

(，海軍技手養成所系統出身同窓名簿J.，海軍義済会員名簿J昭和25(1950)年修

正l万分の l地形図「横須賀J. ，衣笠Jにより作成)

されている45)。しかし孝子の父は元海軍士宮で

あったことから，本資料は当時の横須賀における

海軍士官層の居住志向や生活の特性を明らかにす

る上で格好のものといえる。

孝子の家族は孝子父母母方の祖母の 4人

であり，女中が l人いた。父は前橋藩士族の 3男
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一-_II!J丁界 一一一人工擁壁 ∞::xccoブラフ積み

く〉士宮層の住宅(推定) 盟国階段

第7121 I干Iill.における宅地利用一昭和25(1950)年一

'i.t) !2!中の数値は，標高点 (01) を示す。

(1昭和25(1950)年度調製 横須賀市役所(臨時特別調査課編纂)3，000分の l地形

凶「中央上平成22(2010)年測量 2，500分の l横須賀市都市計画基本121i中央J.

「近代化遺産分布調査資料J.現地調査により作成)

で，前橋中学校卒業後に海軍兵学校を修了した。

その後，父は佐世保，呉へと赴任し海軍大佐と

なった。海軍退役後に父は東京電燈に勤務してい

た。 母は，東京女子師範学校(現，お茶の水女子

大学)の出身で，横須賀高等女学校の教師であっ

た。母が学校に勤務していたため，祖母:が家事を

取り仕切り，孝子の世話や女i十lのしつけをしてい

たという。

小林家は，父の勤務の都合で明治末期に横須賀

へ転居した。小林家は，本資料で取り上げられた

横須賀の自宅に大正 5年から居住している。小林

家の自宅は，深田の大通りから石段をあがった斜

面中腹に位置する(第10函)。敷地面積は61.98j平

であった。 崖上には横須賀高等女学校があり，庭

は女学校の大樹を背景に， ツツジなどの木々で彩

られていた。斜面中腹のため 街の中央部を根下
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第 81Z1J二町における斜面地の住宅と石垣

(平成26(2014)年 1月筆者撮影)

第 9園 中里の住宅地

(平成26(2014)年 1月筆者掠影)

に東京湾を一望できる眺望良好な土地で、あった。

家屋は明治45(1912)年に海軍御用商人であっ

た「志良玉やJが老父の隠居所として建築したも

のである。土地の開発について，孝子は「志良玉

やの主人自らが土工を督励して地ならしに三年間

かかったと云う念入りの土地なり Jと記してい

る。本事例から斜面地の宅地開発は， illil人による

/J寸先模なものであったことがわかる。

自されるのは， この家屋が借家であったこと

である。小林家は，入居当初，この自宅を「志良

玉や」から家賃17円で借りていた。その後，小林

家は大正10年に4，000fIJでこの家屋を買い取った

という。小林の父は海軍勤務時には転勤が多かっ

た。小林家が横須賀に転居した理由も転勤による

ものであった。父が海軍勤務時は，短期間で、転勤

があることをふまえ 借家としていたことが推察

される。小林家が，家屋を購入したのは，父が箪

を退役した後である。父は退役後に横須賀への定

住をふまえ，家屋を購入したとみられる。

家屋の建坪は26.181平であり，瓦葺の木造平屋

建である(第11図)。関取は10畳の客間，次の間

6畳，茶の関，台所，女中室，浴室，板の開から

なっている。家屋の中央に畳を敷き詰めた武家式

玄関があり，庭に南面する客間と茶の間，台所は

分離されている。家屋の様式は接客空間を中心に

据えた武家住宅の系譜もつものであり，これは士

宮向け官舎の建坪や関取とも対応するものであっ

fニ。

小林家には父の海軍関係の客や母の仕事関係の

客が多く訪れ，客間でもてなされた。客間にはピ

アノや母の「デスクJもみられる。縁側には三越

百貨庖で買った藤椅子セットが置かれていた。ラ

ジオや「ポータブル蓄音機J 電話なととの製品も

所;有していた。小林家は関東大震災後に f電気火

鉢」ゃ「電気レンジJなととの電化製品を横須賀の

なかでもいち早くそろえた。台所には氷冷蔵器が

あり，五角形の流し台や移動式調理台など，当時

としては珍しい調理器具が利用されていた。

家財道具には，東京の三越百貨J~や松屋百貨庖

で購入した当時の流行の商品がみられる。一方，

「信濃松本にて購入したJ卓械台や，父が海軍徴

募官として西国めぐりをしていた擦に購入した竹

龍などがあり，家財道具は全国各地で購入されて

いた。

小林家は，接客空間を重視した和風建築に居住

していた一方で， ラジオ，蓄音機なととの電化製品

-15-



第10図小林家の敷地略Izl

(1小林孝子 卒業研究」から引用)

や調理器具を購入するなど最新の文化を取り入れ

た生活をしていた。このような生活から海軍士宮

層の格式を重視した居住空間とともに，当時の

「文化生活j を取り入れた都市中間層の生活の一

端をみることができる。

その後，本資料から正確な年次は不 13)~なもの

の，小林家は大津へと移転している46)。孝子は，

深田の自宅について「狭く押入が少ないという不

満jを述べており，深田の自宅が手狭であったこ

とから転居を希望していたことがうかがえる。加

えて，昭和初期には小林家の自宅下の深田大通り

は拡i揺され， 自宅周辺の居住環境は入居当時と比

べ大きく変化していたとみられる。こうした状況

のなかで，小林家は新たに宅地化が進む市街地縁

辺であった大津へと転岩している。小林家は関取

の狭さなどの個人的な事情もあるものの，横須賀

の市街地拡大に対応して新たな転居先を選択した

点は注目される。

v.むすびにかえて

本稿では，横須賀の上町地区を対象とし海軍

士宮層の居住の特性に注目しながら，宅地開発と

市街地形成について検討した。

横須賀の市街地は鎮守婿や工廠に近接した元町

や大滝町などの下町に限られたが，明治20年代以

降に下町の中心市街地を核として，新たな埋立地

や台地上の上町へと急速に拡大した。さらに，関

東大震災後の軍事施設の移転・拡大や昭和初期の

湘南電鉄開通により，堀ノ内や大津へと宅地化が

進展した。

上町では，浦賀道などの主要街路の通る谷戸か

ら開発が進んだ。谷戸の開発は下町に近接する深

田や中里から進展し大正期には南部の佐野や公

郷にも拡大した。さらに，斜面地の山林開発が進

展し宅地が建設されていった。道路の改変は、

一部の主要指路や軍事施設を結ぶ街路にとどま

り，開発以前からの道路形状が残存していた。ま
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-IJ"可 1ず

第11図小林家の間取

(，小林孝子 卒業研究jに一部加筆)

た，中里における地筆の細分化の事例から，宅地

開発は大規模な造成によるものではなく， 1日来の

地筆を縮分化していく小規模な開発であったこと

が指摘できる。

横須賀の職業別戸数は，軍施設従業者である軍

人や職工と，こうした軍関係者に財やサービスを

提供する商業従事者の比率が高かった。軍港都市

横須賀の代表的な居住者であった軍人や職工など

の革関係者には，官職をはじめとして経済的，社

会的な階層差が明確にみられた。したがって，横

須賀には都市内部でさまざまな社会階膚の人び、と

が居住していたといえる口

社会階層による差は 居住にもみられた。海軍

宮舎では，建坪や一戸建，長屋の形態，接客空間

の有無などが，軍階級ごとに応じて規定されてお

り，居住生活には大きな差があった。このような

社会措層による差は，民間供給の家屋にもみられ

た。永嶋家の貸家に着呂すると，家賃の高い家屋

には臨海軍の将校が居住していた。一方，職工の

多くは貸家，貸間居住であり， とくに汐入周辺に

品
川

-
7

ス
b
l

は民家の 1室を貸し付ける貸関経営が多数存在し

ていた。ここで， '(王目されるのは，民間による住

宅供給の多くが，貸家，貸間であったことである。

これは，横須賀は急速な人口増大と都市拡大によ

か住宅不足が恒常的に生じていたことや，居住

者であった軍人は転勤が多く，都市人口の流出入

が多かったためであったとみられる。

海軍士宮層の居住分布を検討すると，士宮層は

上町の主要街路に近い斜面地や，中心市街地から

やや離れた堀ノ内などに多く居住していた。上記

の地区のなかでも，中里や深田，堀ノ内には，士

宮の居住が集中する街区がみられた。横須賀では

主要街路沿いの谷戸は細分化され，商居街が形成

した。そのため，士宮向けの広い住宅を新たに建

設することのできる地区は 斜面地や市街地の縁

辺部に限られていたとみられる。士官の居住分布

をふまえると，横須賀の市街地内部で小規模なが

らも居住分化が進展していたことが指摘できる。

一方，海軍士宮層の居住生活の具体例として，

小林家の事例に着自すると 以下の点が明らかと
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なった。第一に，小林家は横須賀に来住当初は貸

家に居住していた。小林家の深田の自宅は，父の

:退役後に貸家を買い取ったものであった。

は転勤が多かったため，貸家に居住をしていたこ

とがうかがえる。第二に，小林家の家屋は，

級の官舎の建坪や!日}取とほぼ対応したものであっ

た。家屋は武家住宅の系譜をもっ，客間と居間が

分離した1M]取であり，斜面地仁iヨH隻の眺望良好な地

区に位寵していた。また 小林家では積極的に

化製品や最新の調理器具を購入するなど，新たな

!苦住生活を;志向していたことがわかる。士官!蓄

は，士宮の格式を保ちつつ，昭和初期には都市中

間層として，積極的に君主化製品や最新の商品を取

り入れ，横須賀における「文化生活」のさきがけ

を担っていた。

本稿では，海軍士宮の居ー住の株l{lに注目しなが

ら，横須賀における市街地の形成過程を考察し

た。しかし，今後 明らかにすべき課題も多く残

される。第一に，海軍士宮層の宅地の開発につい

て，土地所有者や，!?おきを担う人びとの動向をふ

まえて検討する必要がある。第二に，本稿では第

二次世界大戦以前の居住特性を復原するため，戦

後の資料を一部に用いたものの，戦後の米軍進駐

後の都市空間や社会の変容について取り上げるこ

とができなかった。これらの点については，他El

にWjすこととしたし'0

〔付記〕

本稿の作成にあたり，横須賀市自然・人文博物館

学芸員の安池尋幸氏には。資料の提供や多くのご教

示をJ!易りました。また 横須賀市市史編さん室の水

野僚子氏には調査に際し，ご、D)J言をJ!易りました。上

記のほか，横浜地方法務局横須賀支局、神奈川県立

公文書館，神奈川県立!亘書館.横須賀市立中央図書
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